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Abstract
The pulse duration Of dye laser is lirnitted by the lifetilne of the gound state of the triplet
state of dye,as M/ell as the thermal distortiOn of dye sOlution excited by a strOng nachiamp light
ln this paper, M′e郡ァould like to report the measurement of the thermal distoriton of the
refractive index Of the dye solution in the long pulse dye laser,especia■y in case of the very long
pulse duratiOn Of about l rns or so  The experirnental study on this thermal distortion Mrill offer
the very useful data for the optimuHュoptical cavity design of the long pulse dye laser and other
Hquid lasers
1.はじ め に
色素レーザは他のレーザと違い本質的に可変
波長であり,様々 な応用が考案 。実用されてい
る。中でも,最近最も注目されているものの一
つはウラン濃縮である。レーザによるウラン濃
縮は,質量が殆ど等しく通常の方法では分離が
困難な同位体分離をウラン原子あるいはウラン
分子の電子エネルギー準位の微妙な差を利用し
て分光学的に分離を行なおうというものであ
る。
色素レーザのもう一つの重要な応用 として
は,医療への応用が注目されている。レーザ医
療の特長としては,
1)非接触治療が可能。
2)レーザによる加熱治療は止血,凝固性を
伴う事から出血が少ない。
3)熱的治療の他に光化学的治療も可能であ
り,無血で局所的治療が可能となる。
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4)光ファイバを併用する事により,体内の
治療も可能である。
とし心う不」点が挙げられる。
これらの利点に力日え,色素レーザは可変波長
という特長を有するため,例えば,癌組織にあ
る特定の波長の光を照射すると癌細胞を破壊で
きることが知られており,癌の診断と治療が同
一レーザで,しかも同時に出来るとか,あざの
治療やかゆみの緩和にも特定の波長の光の照射
が有効であるとか,様々 の治療例が報告されて
いる。
この他,原子,分子の高分解能分光,遺伝子
組み替え,レー ザ・アニール,光化学反応など,
チューナブルレーザとしての幅広い応用が考え
られている。
このように広範な応用範囲を持ち実用化が期
待されている色素レーザであるが,実用装置と
するにはポンピング系やチューニング方法に
様々な解決すべき問題点が残されている。
本研究では,ウラン濃縮用レーザや医療用
レーザとしてまたアニール用レーザとして有用
であると考えられているロングパルス色素レー
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